
　

近
年
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
全
国

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
年
間
自
殺
者
数
は
、
１
９

９
９
年
に
３
万
人
を
超
え
、
２
０
０

８
年
に
は
３
２
、２
４
９
人
が
死
亡
、

毎
日
90
人
近
く
の
自
殺
者
が
あ
り
ま

す
。（
男
７
割
、
女
３
割
）（
交
通
事
故

死
は
５
千
人
で
す
）

　

原
因
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
、
職
場
や
周
囲

と
の
人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し

て
い
て
、
う
つ
病
を
発
症
し
て
い
る

人
も
多
い
で
す
。

 

う
つ
病
と
は
？

⑴ 

う
つ
病
は
、
特
別
な
人
が
か
か
る

病
気
で
は
な
く
、
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑵ 

心
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
原
因
に
な
っ

た
り
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
た
り
、

最
悪
の
場
合
は
自
殺
の
恐
れ
も
で

て
き
ま
す
。

⑶ 

心
配
や
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が
続
い

た
り
、
孤
独
や
孤
立
感
が
強
く
な

っ
た
り
、
将
来
へ
の
希
望
が
見
い

だ
せ
な
い
と
感
じ
た
と
き
な
ど
が
、

う
つ
病
に
か
か
り
や
す
い
と
き
で

す
。

⑷ 

う
つ
病
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
事
で
す
。
長
く
続
く
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
辛
抱
強
く

治
療
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

 

う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン

〜
自
分
が
気
づ
く
か
ら
だ
の
変
化
〜

⑴ 

悲
し
い
、
憂
う
つ
な
気
分
、
沈
ん

だ
気
分

⑵ 

何
事
に
も
興
味
が
わ
か
ず
、
楽
し

く
な
い

⑶ 

疲
れ
や
す
く
、
元
気
が
な
い（
だ

る
い
）

⑷ 

気
力
、
意
欲
、
集
中
力
の
低
下
を

自
覚
す
る（
お
っ
く
う
）

⑸ 

寝
つ
き
が
悪
く
て
、
朝
早
く
目
が

覚
め
る

⑹ 

食
欲
が
な
く
な
る

⑺ 

人
に
会
い
た
く
な
く
な
る

⑻ 

夕
方
よ
り
朝
方
の
方
が
気
分
、
体

調
が
悪
い

⑼ 

心
配
ご
と
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考

え
が
堂
々
め
ぐ
り
す
る

⑽ 

失
敗
や
悲
し
み
、
失
望
か
ら
立
ち

直
れ
な
い

⑾ 

自
分
を
責
め
、
自
分
は
価
値
が
な

い
と
感
じ
る　

な
ど

〜
周
囲
が
気
づ
く
変
化
〜

⑴ 

以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、
元

気
が
な
い

⑵ 

体
調
不
良
の
訴
え（
身
体
の
痛
み

や
倦け

ん

怠た
い

感
）が
多
く
な
る

⑶ 

仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
、
ミ

ス
が
増
え
る

⑷ 

周
囲
と
の
交
流
を
さ
け
る
よ
う
に

な
る

⑸ 

遅
刻
、
早
退
、
欠
勤（
欠
席
）が
増

加
す
る

⑹ 
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
、
外
出
を
し
な

く
な
る

⑺ 

飲
酒
量
が
増
え
る　

な
ど

 

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

〈
普
段
の
心
構
え
〉

◆ 

毎
日
の
小
さ
な
い
ら
立
ち
に
対
し
、

ス
ト
レ
ス
解
消（
ス
ポ
ー
ツ
、趣
味
、

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
）が
有
効
で
す
。

◆ 

少
し
深
刻
な
問
題
に
は
、
次
の
よ

う
な
ス
ト
レ
ス
対
処
法
が
有
効
で

す
。

・ 

問
題
を
整
理
し
て
、
解
決
の
た
め

の
選
択
肢
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

・ 

自
分
の
手
に
余
る
問
題
は
、
誰
か

に
相
談
し
ま
し
ょ
う

・ 

事
故
や
失
敗
な
ど
起
き
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
、
誰
か
に
話
し
て
気
持

ち
を
整
理
し
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と

を
考
え
ま
し
ょ
う

・ 

で
き
る
だ
け
前
向
き
に
考
え
ま
し

ょ
う

◆ 

健
康
は
何
を
す
る
に
も
基
本
に
な

り
ま
す

　

調
子
が
悪
い
時
は
休
養
を
と
り
、

そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
時
は
、
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
普
段
か
ら
家
族
や
近

所
の
人
と
声
を
掛
け
合
う
関
係
づ
く

り
が
大
切
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
や
悩
み
が
あ
れ
ば

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
身
近
な
人

に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　

同
じ
病
気
の
悩
み
を
抱
え
る
家

族
・
仲
間
同
士
、
月
に
１
度
集
ま
り

一
緒
に
交
流
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

お
問
合
せ
先

　

中
里
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
57
）３
９
２
０

　

小
泊
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）３
７
４
８

　

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
ど
う
ぞ
誰
か
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

解
決
の
手
助
け
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

保
健
師
が
０（
ゼ
ロ
）の
つ
く
平
日
に
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
開
催
時
間
…
午
前
10
時
〜
午
前
12
時

＊
開
催
場
所
…
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー　

相
談
室

＊
お
申
込
み
… 

事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
57
）３
９
２
０（
中
里
保
健
セ
ン
タ
ー
）
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９
月
10
日
㈭
〜
16
日
㈬自

殺
予
防
週
間 

で
す

精
神
障
害
者
�
家
族
�

�

当
事
者
�
会

�
�
�
�
�
�
会
�
�

仲
間
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
相
談
�
�
�
�
�
�
�
�
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◆
引
き
続
き
日
本
刀
募
集
!

　

秋
の
企
画
展
「
日
本
刀
と
武
具
―

研と

ぎ
澄す

ま
さ
れ
た
美
―
」
開
催
に
あ

た
り
、
引
き
続
き
日
本
刀
ほ
か
武
具

の
出
品
を
募
集
し
ま
す
。
秘
蔵
の
日

本
刀
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
？
ま
た
日

本
刀
の
保
管
や
手
入
れ
な
ど
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
博

物
館
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

（
☎
69

－

１
１
１
１
）

◆
奈な
ら良
七し
ち
五ご

郎ろ
う
氏
寿じ
ゅ
像ぞ
う
址し

碑ひ

　
（
富
野
桜
づ
つ
み
公
園
）

　

奈
良
七
五
郎（
一
八
七
九
〜
一
九

三
六
）は
豊
島
地
区
出
身
の
自
治
功

労
者
で
あ
る
。
青
森
県
第
一
尋じ

ん
じ
ょ
う常

中
学
校（
弘
前
中
学
校
＊
現
在
の
弘

前
高
校
）中
退
後
、
金
木
・
富
野
尋

常
小
学
校
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
執と

る
が
、
明
治

32
年（
一
八
九
九
）志
願
兵
と
し
て
陸

軍
に
入
隊
、
中
尉
ま
で
昇
進
し
た
。

日
露
戦
争
後
帰
郷
し
、明
治
39
年（
一

九
〇
六
）武
田
村
長
に
就
任
、
以
降

30
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
方
自

治
に
尽
力
し
た
。

　

岩
木
川
・
鳥
谷
川
な
ど
の
治
水
事

業
や
開
拓
事
業
に
熱
心
に
取
り
組
ん

だ
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
組
合
を

興お
こ

し
て
自
ら
組
合
長
を
務
め
た
。
ま

た
武
田
信
用
購
買
販
売
利
用
組
合
を

組
織
し
、
村
民
に
低
利
で
融
資
。
ま

た
青
年
団
を
組
織
し
て
、
団
長
と
し

て
社
会
教
育
に
も
深
い
関
心
を
寄
せ

る
な
ど
、
八は

ち

面め
ん

六ろ
っ

臂ぴ

の
活
躍
を
見
せ

た
。
明
治
44
年（
一
九
〇
八
）北
津
軽

郡
会
議
員
、
大
正
４
年（
一
九
一
五
）

に
は
県
会
議
員
に
当
選
し
、
活
躍
の

場
を
県
域
に
広
げ
た
。

　

地
域
住
民
か
ら
は
「
津
軽
の
二に

の
み
や宮

尊そ
ん
と
く徳
」
と
ま
で
た
た
え
ら
れ
、
村
民

な
ら
び
に
関
係
団
体
一
同
の
発
議
で
、

亡
く
な
る
前
年
の
昭
和
10
年（
一
九

三
五
）、
彰し

ょ
う
と
く徳
の
銅
像
と
七
五
郎
の

功
績
を
記
し
た
弥や

富と
み

破は

摩ま

雄お

撰
文
、

高た
か
や
ま山
松し

ょ
う
ど
う堂
書
に
よ
る
銘
板
が
設
置

さ
れ
た
。
村
を
見
守
っ
て
い
た
銅
像

は
、
太
平
洋
戦
争
最
中
の
昭
和
18
年

（
一
九
四
三
）供

き
ょ
う
し
ゅ
つ
出
さ
れ
、
台
座
・
銘

板
の
み
が
残
さ
れ
た
。昭
和
26
年（
一

九
五
一
）久
し
く
主あ

る
じ
を
失
っ
て
い
た

台
座
に
、
当
時
の
首
相
吉よ

し

田だ

茂し
げ
る

揮き

毫ご
う

に
よ
る
寿
像
址
碑
が
建
立
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
銘
板
の
撰
文
を
担
当
し

た
弥
富
破
磨
雄
は
、
熊
本
県
出
身
の

文
人
。
国
学
院
卒
業
後
、
学
習
院
の

教
壇
に
の
ぼ
り
、
つ
い
で
宮
内
省
に

転
じ
、
現
天
皇
は
じ
め
各
宮み

や

の
伝で

ん

育い
く

官か
ん

を
拝
命
し
た
。
大
正
10
年（
一
九

二
一
）官
立
弘
前
高
等
学
校
国
文
学

の
教
授
に
就
任
。
町
と
も
縁
が
深
く
、

尾
別
出
身
の
女
流
歌
人
宮み

や

越こ
し

麗れ
い

子こ

と

交
友
が
あ
っ
た
ほ
か
、武
田
小
学
校
・

旧
武
田
中
学
校
校
歌
の
作
詞
を
手
掛

け
て
い
る
。

◆
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

展
示
室
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
の
た
め
、
９

月
28
日
㈫
よ
り
10
月
１
日
㈮
ま
で
臨

時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
�
ハ
チ
・
ヘ
ビ
の
活

動
が
活
発
に
な
り
�
ハ
チ
の
巣
や
ヘ

ビ
の
姿
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
�

も
し
ハ
チ
の
巣
を
見
か
け
た
ら
�
近

づ
い
た
り
�
刺
激
し
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
�
ま
た
ヘ
ビ
を
見
か
け

た
ら
�
毒
ヘ
ビ
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
気
を
つ
け
て
避
け
て
通
り
ま

し
�
う
�
万
が
一
�
ハ
チ
に
刺
さ
れ

た
り
�
へ
ビ
に
か
ま
れ
た
り
し
た
場
合

の
応
急
処
置
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
�

☆
局
所
症
状
�
軽
い
症
状
�

・
強
い
痛
み
�
赤
く
腫
れ
あ
が
る
�

☆
全
身
症
状
�
重
い
症
状
�

・ 

頭
痛
・
発
熱
・
冷
や
汗
・
吐
き
気
・

震
え
・
下
痢
・
胸
が
苦
し
い
・
目

の
前
が
暗
く
な
る
�
な
ど
の
危
険

な
状
態
に
な
る
�

☆
応
急
処
置

　

大
抵
の
場
合
�
ハ
チ
は
毒
針
を
人

体
に
残
し
て
い
き
ま
す
�
ま
ず
�
ピ
ン

セ
�
ト
で
毒
針
を
抜
い
た
後
�
水
で
よ

く
洗
い
流
し
て
く
だ
さ
い
�
ま
た
痛
み

な
ど
を
お
さ
え
る
た
め
�
濡
れ
タ
オ
ル

な
ど
で
冷
却
し
て
も
効
果
が
あ
り
ま
す
�

☆
注
意
事
項

・
ハ
チ
毒
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
水
は
無
効
�

・ 
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
人
で
�
皮
膚
の

症
状
が
激
し
か
�
た
場
合
は
�
ア

ナ
フ
�
ラ
キ
シ
�
シ
�
�
ク
�
全

身
性
の
ア
レ
ル
ギ
�
反
応
�
を
起

こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
�
過
去

に
�
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
経
験
の
あ

る
人
は
�
起
こ
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
注
意
し
ま
し
�
う
�

☆
症
状

　

か
ま
れ
た
直
後
か
ら
激
痛
�
そ
の

後
も
熱
を
伴
い
痛
み
が
持
続
す
る
�

そ
の
後
�
腫は

れ
が
で
て
�
次
第
に
中

枢
へ
進
展
し
て
い
き
�
さ
ら
に
進
行

す
る
と
末
梢
循
環
不
全
・
筋
肉
の
壊え

死し

・
嘔お

う

吐と

・
腹
痛
・
下
痢
な
ど
の
全

身
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
�

☆
応
急
処
置

　

毒
ヘ
ビ
に
か
ま
れ
て
�
気
が
動
転
し

動
き
回
る
と
毒
が
全
身
に
回
り
や
す

い
の
で
�
安
静
を
保
つ
�
か
ま
れ
た
傷

口
よ
り
心
臓
に
近
い
方
を
軽
く
縛
る
�

器
具
が
あ
れ
ば
毒
の
吸
引
を
行
う
�

★ 

い
ず
れ
も
�
す
ぐ
医
療
機
関
に
行

き
�
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
�

　

７
月
29
日
㈭
に
�
岩
手
県
消
防
学

校
で
東
北
地
区
消
防
技
術
指
導
会
が

行
わ
れ
�
青
森
県
代
表
と
し
て
�
中

里
・
小
泊
署
混
合
チ
�
ム
が
�
ロ
�

プ
ブ
リ
�
ヂ
救
出
�
に
全
国
大
会
出

場
を
目
指
し
大
会
に
挑
み
ま
し
た
が
�

惜
し
く
も
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
�
皆
さ
ん
�
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
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博
物
館
�
�
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中
泊
石
碑
�
�
�
�
��
＃
５

現在の寿像址碑

在りし日の銅像

ハ
チ・ヘ
ビ
に
注
意
!

毒
ヘ
ビ
に
か
ま
れ
た
場
合

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合

東
北
地
区
消
防
技
術
指
導
会
出
場



　

石　

川　

和　

也 

（
青
森
市
）

　

小　

野　

瑞　

穂 

（
上
高
根
）

　

太　

田　
　
　

準 

（
下
前
上
）

　

荒　

木　

亜
夢
子 

（
入　

舟
）

　

前　

田　

忠　

相 

（
外
ヶ
浜
町
）

　

山　

田　

雪　

乃 

（
花
丘
町
）

秋　

田　

松　

夫 

82 

（
宮　

川
）

鎌　

田　

金
三
郎 

75 

（
上
高
根
）

野　

上　

信　

也 

53 

（
下
高
根
）

長　

利　

世
榮
光 

78 

（
上
豊
岡
）

野　

上　

ツ　

ヱ 

78 

（
下
高
根
）

米　

塚　

ツ
ヨ
エ 

77 

（
下
豊
岡
）

佐
々
木　

喜　

一 

78 

（
薄
市
下
）

佐
々
木　

な　

さ 

95 

（
向
町
上
）

福　

士　

へ
い
子 

82 

（
田
茂
木
）

小　

野　

ヤ　

シ 

83 

（
上
高
根
）

葛　

西　

嘉
志
𠮷 

78 

（
尾　

別
）

葛　

西　

章　

三 

76 

（
尾　

別
）

菊　

池　

龍　

雄 

88 

（
向
町
上
）

角　

田　

市　

雄 

86 

（
下
前
上
）

久
保
田　

ミ　

ツ 

67 

（
下
前
中
）

（
７
月
届
出
分
）

秋
元　

大た
い

雅が 

（
男
・ 

修 

） 

薄
市
上

工
藤　

賢け
ん

太た 

（
男
・ 

陵 

） 

豊　

島

新
岡
姫ひ

麻ま

莉り 

（
女
・
純
次
） 

福　

浦

成
田　

優こ
こ
ろ心 

（
男
・
昭
真
） 

派
立
上

葛
西　

貴あ
つ
ゆ
き由 

（
男
・
貴
紀
） 

尾　

別

　

成　

田　

晃　

洋 

（
五　

林
）

　

山　

﨑　
　
　

茜 

（
山
形
県
）

　

斎　

藤　

秀　

輝 

（
深
郷
田
上
）

　

鶴　

山　

恵　

子 

（
東
京
都
）

　

岩　

田　

裕　

介 

（
派
立
下
）

　

中　

村　

千　

景 

（
青
森
市
）

　

鈴　

木　

和　

幸 

（
富　

野
）

　

中　

嶋　

美　

佳 

（
青
森
市
）

　

高　

橋　

昌　

志 

（
つ
が
る
市
）

　

大　

石　

智　

美 

（
深
郷
田
下
）

　

髙　

橋　

佳　

司 

（
茨
城
県
）

　

小
山
内　

恵
利
子 

（
今
泉
上
）

　

小　

林　
　
　

翼（
五
所
川
原
市
）

　

米　

塚　

美
奈
子 

（
下
豊
岡
）

　

赤　

石　

淳　

哉 

（
薄
市
上
）

　

野　

上　

千　

明 

（
下
高
根
）

　

藤　

森　

祐　

樹 

（
尾　

別
）

　

上　

村　

舞　

子 

（
新
潟
県
）

　

永　

沢　

隆　

夫 

（
板
柳
町
）

　

三　

上　

真　

紀 

（
今
泉
下
）

７月末現在（前月比）

人　口 13,466人（－22）
　男　 6,398人（－10）
　女　 7,068人（－12）
世帯数 5,159戸（＋２）
出生　６  ／  死亡　16
転入　17  ／  転出　29

人のうごき

16 木 10：00～ 敬老会（体育センター）

17 金

18 土 ９：00～ 小泊保育所運動会（小泊ふれあい運動場）

19 日 竜泊ラインウォーキング
（鳥瞰台～道の駅）

20 月

21 火 猿賀神社例大祭（～22日）

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日 ９：00～
町民グラウンドゴルフ大会

（町運動公園）

27 月 10：00～11：30 運動事業（中央公民館）

28 火 燻
くんじょう

蒸による臨時休館～10/1（博物館）

29 水

30 木 13：00～ 乳児健診（中里保健センター）

9　月
1 金

2 土 ８：00～14：30 自然史跡探索講座（中央公民館）

3 日

4 月 13：00～
ポリオ生ワクチン投与

（中里保健センター）

5 火 15：00～17：00 運動継続支援事業（体育センター）

6 水 12：50～ 2歳6か月児歯科健診（中里保健センター）

7 木

8 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

9 土 秋の企画展「日本刀と武具－研ぎ澄
まされた美－（～11/7）」 （博物館）

10 日

11 月

12 火

13 水
９：00～

15：00～17：00

「シルバーの日」パレード
（中央公民館～中里駅前）

運動継続支援事業（体育センター）

14 木

15 金 10：00～14：30 機能訓練教室（中里保健センター）

10　月
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出
分
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